
ほとんどの教科で昨
年度よりも平均正答
率が高くなっています。

全国の平均正答率と比べて大き
な差はありません。小学校の国
語Ｂ、中学校の国語Ａ・Ｂにおい
て、全国との差がやや大きい傾
向にあります。

紀州っ子の学力は今！紀州っ子の学力は今！

全国学力・学習状況
　　調査結果と向上への指針

和歌山県教育委員会

次の傾向がみられます！

全国学力・学習状況
　　調査結果と向上への指針
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◆　「書くこと」では、文章の内容に合わせて小見出しをとら
　えることは概ね良好といえるが、全国の平均正答率との差が
　やや広がり、課題が見られる。
◆　「読むこと」では、全国の平均正答率をやや下回るもの
　の改善が見られる。しかし、文学的な文章の表現の工夫を
　とらえることに課題が見られる。
◇　「言語事項」では、漢字を正しく読んだり書いたりすること
　は概ね良好といえる。
◇　ローマ字を正しく読んだり書いたりすることは、全国の平
　均正答率を上回っている。
◆　接続語を使って一文を二文に分けて書くこと、毛筆の下
　書きについて書き直す内容を説明することには正答率、無
　解答率両面から課題が見られる。

◆　「話すこと・聞くこと」では、改善の状況が見られるものの、
　自分の立場や意図を明確にして話し合うこと、話の組立てを
　工夫しながら、図を使って説明することに課題が見られる。
◆　「書くこと」では、報告文を読み、メモの中に調べた内容
　の一つめを書くことに課題が見られ、無解答率も高く、今後
　の改善が必要である。
◆　「読むこと」では、筆者の表現の工夫や考えをとらえるこ
　とに課題が見られる。
◆　記述式問題を含め、無解答率については改善が見られる
　が、県の各問の無解答率を平均すると 13.1％と高く、今後
　も改善が必要である。

◆　「話すこと・聞くこと」では、効果的なスピーチをするため
　に話し方や話の展開の仕方を工夫することに課題が見られる。
◆　「書くこと」では、主語（主部）に対応させて述語（述部）
　を適切に書くこと、自分とは異なる立場の意見を取り入れて、
　説得力のある文章を書くことに課題が見られる。
◆　「読むこと」では、短歌の形式に従って意味のまとまりをつ
　かむこと、必要な情報を集めるための読み方を身に付けるこ
　とに課題が見られる。
◆　「言語事項」では、語句の意味を理解し、文脈の中で適
　切に使うことに課題が見られる。

◆　領域等別正答率、評価の観点別正答率のすべてにおい
　て全国の平均正答率を３～５ポイント下回っており、知識・
　技能を活用する力に課題が見られる。
◆　「書くこと」では、資料に表れている工夫を自分の表現に
　役立てること、文章から読み取った情報を簡潔にまとめて書
　くことに課題が見られる。
◆　「読むこと」では、説明的な文章と補助資料とのかかわり
　を理解すること、詩の表現の仕方に注意して内容をとらえる
　ことに課題が見られる。
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◇ 　「数と計算」では、整数、小数、分数の四則計算は、
　相当数の児童ができているが、数直線から数を読み取ること
　に課題が見られる。
◆　 「数量関係」では、計算の順序についてのきまりを理解
　して計算すること、百分率を求めること及び資料を二つの観
　点から分類整理し表を用いて表すことに課題が見られる。
◇ 　全国との比較で見ると、「短答式」に比べ「選択式」で
　の正答率において良い状況が見られる。
◆　四角形を１本の対角線で２つの三角形に分けたときの、
　四角形の４つの角の大きさの和の求め方の理解に課題があ
　り、無解答率も高く、今後の改善が必要である。

◆　 「数と計算」では、情報を整理選択し、筋道を立てて考え、
　示された判断が正しい理由を記述することに課題があり、無
　解答率も高く、今後の改善が必要である。
◆ 　「量と測定」では、与えられた条件に合う時刻を、筋道
　を立てて考え、時刻表から選択することに課題が見られる。
◆ 　「図形」では、円の半径の求め方として示された解決方
　法を理解し、見方を変えた別の方法を考え、それを記述す
　ることに課題が見られる。
◆　 「数量関係」では、基準量や比較量を基にして、割合
　の大小を判断し、その理由を記述することに課題が見られる。

◇ 　「数と式」では、比の意味の理解、四則混合の計算、
　単項式の乗法の計算について、相当数の生徒ができている。
◆　 一元一次方程式をつくって問題を解決するために、２通
　りに表せる数量に着目することについては課題が見られ、無
　解答率も高く、今後の改善が必要である。
◆　 「図形」では、作図と線分の垂直二等分線についての
　理解、同位角の理解、証明の意義についての理解に課題
　が見られる。
◆　 「数量関係」では、具体的な事象における反比例の関係
　についての理解や反比例の表から関係を式で表すことに課
　題がある。また、二元一次方程式の解を座標とする点の集
　合についての理解にも課題が見られる。

◆ 　「数と式」では、予想された事柄が一般的に成り立つ理
　由を説明することについて、全国の平均正答率を上回るも
　のの、無解答率は高い。
◆　 「図形」では、方針に基づいて証明することについて、
　全国の平均正答率を上回るものの、無解答率は高い。
◆ 　「数量関係」では、表やグラフから必要な情報をよみとり、
　事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明
　することに課題が見られ、無解答率も高く、今後の改善が
　必要である。
◇ 　不確定な事象についての予想を実験で確かめるための方
　法を考えることについては、全国の平均正答率を５ポイント
　上回っている。



授業改善へのアプローチ

・自分の考えを明確にして論理的に伝える。
・話し手の意図を考え、自分の考えと比べな　
　がら聞く。
・目的や意図に応じて、的確に話したり、筋　
　道立てて話し合ったりする。

・根拠や理由に基づいて、自分の考えや意見
　を書く。
・目的や意図に応じて、構成を工夫して分か
　りやすく書く。
・想像力を豊かに働かせて書く。

・本や文章を読んで、自分の考えをもつ。
・目的に応じて、様々な文章を読み、内容を
　理解する。
・効果的な表現の仕方を学ぶという目的意識
　をもって読む。

身に付けさせたい国語力身に付けさせたい国語力

言語活動を位置づけた授業の構想を！



学習状況調査結果から学校改善へのアプローチ



全国学力・学習状況調査の結果の分析を活かして
取り組んでいる実践例
全国学力・学習状況調査の結果の分析を活かして
取り組んでいる実践例

再生紙を使用しています。

全校で一致して取り組むことが
大事だと確認できて良かった。


